
 

消防団の実態に関するアンケート調査（項目） 

 

１．消防団員数の実態 

 ・ 現在の団員数の評価 

 ・ 大規模災害を想定した場合の現在の団員数の評価 

 

２．消防団活動の実態 

 ・ 消防団の主な活動、今後重要性が増すと考えられる活動 

 ・ 火災時における主な活動、出動団員の範囲、今後火災時の活動として重

要性が増すと考えられる活動 

 ・ 風水害等の際の主な活動、出動団員の範囲、今後風水害時の活動として

重要性が増すと考えられる活動 

 ・ 大規模災害時の主な活動、出動団員の範囲、今後大規模災害時の活動と

して重要性が増すと考えられる活動 

・ 平常時の主な活動、出動団員の範囲、今後平常時の活動として重要性が

増すと考えられる活動 

 

３．組織・運営（機能別団員制度） 

 ・ 機能別団員制度の導入実態 

・ 機能別団員の活動内容、属性 

 ・ 機能別団員制度の導入に係る課題 

 

４．女性・学生等、多様な住民の消防団への参加 

 ・ 女性の消防団参加に係る考え方、女性団員の主な活動内容 

・ 学生の消防団参加に係る考え方、学生団員の主な活動内容 

・ 消防団の関係団体（自主防災組織、企業の自衛消防組織等）、消防団と 

の連携 

 

５．退団、処遇、組織運営等に係る課題 

 ・ 主な退団理由 

・ 退団を防ぐ取組 

・ 団員の処遇に関連する課題 

・ 消防団の組織再編等の実態 

 

６．課題等 

・ 消防団に係る主な課題 

・ 課題の原因と対応策 
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消防団の実態に関するアンケート調査（暫定値）

１． 現在の団員数は消防団活動を行うにあたって十分か
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が、大規模災害対応には不足している

通常の消防団活動にも、大規模災害対応
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その他

２． 特に大規模災害を想定した場合、現在の団員数は消防団活動を行うにあたって十分か

３． 今後、大規模な地震等の大規模災害時の活動として重要性が増すと考えられるものは何か

1,719団体中、1,200団体が回答。現在回答精査中。
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